
海外レポート

カリフォニア大学マーセドでの在外研究

工学部併任講師 林 長 軍

２０１１年８月から１年間、本学の在外研究員として

米国カリフォニア大学マーセド校（University of Cali-

fornia Merced、通称 UCマーセド）で研究生活を送

りました。

マーセド（Merced）

マーセドはカリフォニア州中部大平原中（砂漠）

の小さい町です。１８８９年に議会－政府の決定によっ

て都市になりました。近くで流れているマルセド川

の名をとってマーセド市と名づけられました。有名

なヨセミテ自然国立公園（写真１）に最も近い都市

ですから、ヨセミテの玄関口とも言えます。人口は

７万人強です。そのうちヒスパニック系またはラテ

ン系（主なメキシコ系）は約４１％、アジア系（ミャ

オ族）は約１２％に占めています。これらの人々は英

語を殆ど使わないです。ここで何十年生活しても英

語を話せない人は多いです。同人種集団で生活して

いるため、何の不便もないようです。メキシコ系は

スペイン語を使っています。ミャオ族はミャオの言

葉やカンボジア、タイおよびベトナム語を混じえて

話しています。ミャオの人達は昔カンボジア、タイ

およびベトナムの三角地帯で生活していましたが、

ベトナム戦争のとき、アメリカ軍を支援していまし

た。終戦でアメリカ政府はこの人達がベトナムに処

罰されることを心配して村ごとをマーセドに移住さ

せました。この人達は殆ど農業に従事していて、新

種の野菜や農作物を持ってきて、地域の農業の発展

に大いに貢献しています。

マーセドは広大な農地を持つ農業都市です。葡萄、

ミカンおよびサクランボなどの果物とトウモロコシ

などの農作物を産出しています。工業は殆どないた

め、経済の発展は遅れています。失業率は全米で一

番、約２０％です。収入も低く、貧困層割合は２０～３０％

にのぼり、全米でも高水準です。貧困地域とも言え

ますが、人情性が溢れているところです。年間市民

行事が多く、市民は幸せに生活しています。写真２

はダウンタウンでの市民パレードです。

気候に関しては砂漠地域のため、年中乾燥してい

ます。雨量は少なく、私が滞在の一年間、雨らしい

雨は２、３回しかなかったのです。夏の最高気温は

４５℃に達したこともあります。直射日光が顔に当

たって、火傷する感じもします。しかし、空気が乾

燥しているため、木影に入ったら、そこまでの暑さ

は感じられません。また、一日中の温度差が大きい

です。夜になってからは涼しくなり、眠れない日は

殆どなかったです。冬の最低気温は０℃前後、寒く

ないです。

カリフォニア大学およびマーセド校

カリフォニア大学は州立で、現在カリフォルニア

州全土で１０の分校で、在学者数２２万人以上と職員８

万以上をもつ世界でとても有名な大学です。世界的

にも有名な研究を重視しているため、ノーベル賞を

受賞されている研究者は多いです。特にバークレー

校は受賞者が多いため、大学から受賞者に大学専用

駐車場（名前付・露天）以外、何も優遇されていな

いそうです。

UCマーセド校（写真３、４）はカリフォニア大

学の１０番目の新しい分校です。州政府はマーセド地

域の発展を促進するために、前世紀九十年代マーセ

ドで研究中心の分校を立てるようにしました。２００５

年一部の完成で開校されました。UCマーセドは

マーセド市の東北郊外にあり、広大なキャンパスを

持っています。その土地は地主から州政府に寄付さ

れたものです。現在、工学部、自然科学部および人

文科学と芸術の三つの学部を持っています。学生数

は開校時の８７５名から現在の５千名以上になってい

ます。これからも年々拡大していき、２０２５年に３万
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人を超すカリフォニア大学の最大分校になる予定で

す。また、工学部においてバイオ、計算機、環境、

材料科学および機械工学の５つの学科に分かれてい

ます。助教以上の教員は全員自分の研究室を持って、

PhD課程の院生を指導しています。私が所在した

機械工学科で教員９人は二十数名の PhD院生を指

導しています。それらの院生は先生から月＄１５００～

＄２０００をもらっています。従って、大学の教員は経

営者とも言え、院生から教員を「先生」より「ボス」

と呼んでいます。教員の給与は皆それぞれ異なり、

９ヶ月分の給与しか大学からもらいませんが、残り

の３ヶ月は自分の研究費（外部から費用も含め）と

かから賄うそうです。平均的に大学教員の給与は会

社員より低いそうですが、仕事寿命は会社員より随

分長く、８０歳でも働けるそうです。一方、９ヶ月給

与制度のため教員は長く学内にいなくても、問題は

ありません。年間半年学内にいない教員も珍しくな

いです。この制度によって教員の研究時間が多く、

研究活動範囲も広くなり、研究を促進しています。

また、教員はすべて終身制ではないです。UCマー

セドの教員は７年間勤務すると終身教員になれます。

従って、非終身の教授がいれば、終身の助教もいま

す。

研究生活

私は機械工学の Sun教授の客研究者として機械

工学科二十数名の PhD学生がいる大きな部屋で一

年間研究生活を送りました。Sun先生は機械振動制

御分野で有名な学者です。機械振動とは、例えば自

動車の振動が大きくなると、無駄なエネルギーを消

耗し、振動騒音も大きくなり、操縦者の疲労にもつ

ながります。その振動抑制は機械工学の課題になる

し、環境問題の課題にもなります。私は振動問題に

取り込んで、機械機構の最適設計の立場からその振

動を抑えようと試みました。一年間 Sun先生と検

討しながら、その研究を進めてきました。Sun先生

は国際的な研究者ですから、年間半年以上ヨーロッ

パやアジア国々をまわり、研究活動をされています。

とても忙しいのに、時間を作って私の研究にアドバ

イスをくださいました。心より感謝しています。

自分の研究だけでなく、PhD学生の研究ゼミや

外来研究者の講演などに参加させてもらいました。

ゼミ中、学生が教員に対して恐れもなく、時には激

しく自分の意見を主張する姿を見て、このやり方は

独特性のある研究者の養成によいではないかと思い

ました。また、毎日その二十数名の PhD学生と同

空間で研究について検討したり、学校や社会の話題

などをしたりして、自分も二十数年前の学生時代に

戻った気分になって、とても懐かしく思いました。

雑 談

自転車の有効利用 写真５は UCマーセドの通学バ

スおよびサンフランシスコへの電車です。この写真

に示すように、カリフォニア州ではバスや電車で乗

客の自転車を運べます。勿論、自転車は無料です。

乗客にとって、とても便利がよく、環境やエネルギー

にもよいことです。

自由な服装 カリフォニア州の人々は自由な格好が

好きです。スーツの姿は殆ど見かけません。UCマー

セドについたばかりのことですが、国際交流の関係

者と外国人研究者の懇親会の一つ、「お茶の会」が

ありました。「正式な服装を着て参加してください」

という知らせを読んで、私は何も考えずに、スーツ

の格好で参加しました。会場に入ったら、数十人の

中で私だけスーツを着ていました。ちょっと困りま

した。後で正式な服装は何でしょうかと尋ねますと、

「サンダルや半ズボンじゃなかったら正式です」と

言われました。

救急車の有料 カリフォニアで救急車の利用は有料

で、タクシーより随分高いと言われました。救急車

の利用者は少ないそうです。医療福祉の面では日本

の方が随分優れています。

総学長講演の厳重警備 ２０１１年１０月カリフォニア大

学の総学長は UCマーセドで講演されました。その

講演会場で数多くの警察官（写真５）は会場の回り

のほかに、ビルの屋根で襲撃銃までも設置して厳重

な警備をしていました。日本では見たことがない光

景です。

貧富の差別ではない？？ カリフォニアで車を運転

したとき、時々綺麗な道路から突然凸凹の道路に入

ります。どういうことかなと現地の人に尋ねたとこ

ろ、綺麗な道路のほうは富裕地域とのことです。こ

れは差別ではないかと尋ねたら、富裕地域の人々は

税金を多めに納めているので、当然生活面で優遇さ
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れますといわれました。富裕地域の公園や道路など

の環境はすべて綺麗に整備しています。極端な例で

は、同一道路でも、夜富裕地域側の路灯がとても明

るいのに対して、貧乏地域側は真っ暗です。日本で

考えられないでしょう。

最 後 に

一年間の米国生活で楽しいこと、困ったこともあ

りましたが、私の人生にとって貴重な体験でした。

この場を借りて、この機会を下さった本学関係者の

皆様、国内外でサポートしてくださった皆様に心よ

りお礼を申し上げます。

写真１ ヨセミテ国立自然公園 写真２ マーセド市民パレード

写真３ 正門と大学の周辺 写真４ 工学部と図書館ビル

写真５ 通学バスとサンフランシスコへの電車 写真６ 総学長講演の厳重警備
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フィンランドの古都トゥルクでの生活

法学部准教授 畑 中 久 彌

街の真ん中に建つ赤レンガの教会。高い建物がな

く開放感のある街並み。その上に広がる澄んだ青空。

街を行き交ういろんな髪の色の人たち。

今でもふと、家のすぐ外にそんな風景があるよう

な、研究室のドアの向こうにはあの大学の廊下があ

るような、そんな錯覚にとらわれます。

２０１１年９月からはじまったトゥルクでの生活。そ

れは人にも環境にも恵まれた、素晴らしい１年とな

りました。

落ち着きのある街トゥルク

トゥルク Turkuはフィンランド南西に位置する人

口１７万人の街です。かつての首都であり、日本でい

えば京都にあたるような都市です。

市街地を端から端まで歩いてもあまり時間はかか

りません。自転車で２０分も走れば深い森が目の前に

広がってきます。

リスはもちろん、郊外では野ウサギもキツネも出

ます。キジもトコトコ歩いていました。トゥルクは

喧噪とは無縁の、とても落ち着きのある街でした。

フィンランドの言葉

フィンランドの公用語はフィンランド語とス

ウェーデン語です。一部の地域ではサーミ語も公用

語になるようです。

私はフィンランドの法律を研究しにいきましたか

ら、事前に頑張ってフィンランド語を勉強していき

ました。が、なかなかフィンランド語で会話するの

は難しく、片言にも届かない程度でした。

それを救ってくれたのが英語でした。私の英語力

はトホホなレベルなのですが、先方の英語力はとて

も高くて、ほとんどの人が英語を流暢に話していま

した。大学でもスーパーでも銀行でも英語で対応し

てもらうことが多かったです。

もっとも、相手に時間がありそうな時は、頑張っ

てフィンランド語会話に挑戦しました。すると、多

くのフィンランド人がにこっと笑って話につき合っ

てくれるのです。

―フィンランド語はとても難しく、世界的にみて話

者が非常に少ないにもかかわらず、果敢にフィンラ

ンド語を話そうとしている―

そんな好感を持って頂けたのかもしれません。

トゥルク大学のこと

� 学生生活

トゥルク大学法学部。学生数は１学年１２０名くら

い。在学年数を教授に伺ってみると、「一応、５年

が標準だけど、オーバーすることもよくあります

ね」とのこと。留年が一大事という受け止め方は（私

の印象ですが）ないようでした。

フィンランドでは子どもの自立が早く、政府もそ

れを奨励しているそうです。たとえば家賃補助があ

ります。学費も無料です。１４、１５歳で一人暮らしを

はじめたという人もいました。ですから大学生とも

なれば基本的には自活。働きながら大学に通う人が

多く、それで在学期間が長くなるようです。

それから、定期試験にも驚くことがありました。

受験のチャンスが２回あるのです。風邪で欠席とか

に限らず、１回目不合格だったからとか、（私が履

修したフィンランド語クラスでは）１回目は日程の

都合がつかなかったからとか、あるいは結果に自信

がなかったからとか、そういう理由で OKでした。

学生と教員の関係も非常にフラットでした。

ファーストネームで呼び合い、地位が感情面での上

下関係に及ぶことはないようでした。人間関係のあ

り方と人の呼称との間には直接の関係はありません

が、フィンランド人の研究者もたしかに人間関係は

フラットだと言っていました。
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トゥルク大学のモットー
「自由な市民からの自由な学問への贈り物」

雪の日の法学部棟 ２０１２年４月３日

� 研究生活

パソコン付きの個室、大学のメールアドレス、図

書館の利用、コピーやボールペン等、大学のスタッ

フと同じ条件で使わせてもらえました。教員も事務

の人達も温かく親切で、研究に加えて日々の生活の

ことにも配慮して頂くなど、恵まれた環境に感謝の

言葉がありませんでした。

研究生活は、主にフィンランド語の法律文献を読

み、それをもとに指導教授とディスカッションする

というものでした。「いつでも好きな時に来て下さ

い。どんな質問でも歓迎します」という言葉に甘え

て、文法的な問題や法律の原文の所まで聞いてし

まったのですが、いつも丁寧に答えて頂き、フィン

ランドと日本の法の相違に議論が発展していきまし

た。また、１２月頃になって何をどう研究していけば

いいのか分からなくなってしまったのですが、そん

な私を心配して下さり、英語で丁寧な解説を作って

下さいました。

そんなディスカッションを通して、フィンランド

の物権変動法制－私の研究テーマです－が英米独仏

とは異なる一つの先進的な立場を示していること、

日本で議論されていることがすでに立法化されてい

ることが分かりました。興味は尽きず、研究の必要

性をますます強く感じました。

トゥルク大は学部の留学生も多いのですが、海外

の研究者も多く来ています。知財分野や国際法分野、

EU法分野が多いようです。そうした海外の研究者

とも交流が持てました。特にインド人とウクライナ

人の研究者とは友達になり、互いの国のことを話し

合いました。いつも興味深い話題で一杯でした。

博士論文を執筆中の研究者とも交流することがで

きました。大学の教育も担当しており、給料を得な

がら研究していました。結婚している人も多く、子

どもがいる人もいました。完成に１０年ほどかかる人

もいるようです。大学のスタッフとして働いている

こと等、日本の博士課程とはかなり制度が違うよう

でした。

� イベント

法学部にとけ込めるよう大学のいろいろなイベン

トに誘って頂きました。６月（夏至）と１２月（クリ

スマス）には法学部のパーティがありました。また、

毎週木曜日にはフロアーボールというスポーツゲー

ムが開催されていました。なんと九大法学部に夫婦

で留学していたという教授がいて、その方に誘って

頂いたのです。一時間走りっぱなしという非常にき

つい内容だったのですが、楽しい競技だったし、親

しく交流が持てる場として非常にいい機会をもらい

ました。

トゥルクの人々と日常生活

受け入れを担当してくれたスタッフ、住居の関係

で知り合った人達とは、家族ぐるみでの付き合いと

なりました。また、トゥルク在住の日本人とも親し

く交流することができました。トゥルク大で働く食

品科学関係者、ノキアの社員、公務員、日本から嫁

いだ人達、交換留学生、そして和食レストランのオー

ナーなど、二十数名の人達が在住し、楽しいネット

ワークを作っていました。さらにそうしたネット

ワークを通して、日本ファンというフィンランド人
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とも知り合うことができました。

ハイキングに誘ってもらったり食事に誘い合った

り、互いの家族のことを話し合ったりと、フィンラ

ンドでの生活を素晴らしいものにしてくれた出会い

でした。

フィンランドの日常生活で何より驚いたのは、残

業がほとんど見られないことでした。通常、午後４

時か５時には仕事が終わり、家庭に帰ります。その

後は家事、育児。子どもと公園に来ている父親の姿

を本当によく見かけました。

それから子どもの保護も手厚かったです。躾とし

て子どもを叩くことは厳禁。犯罪として通報される

そうです。このことは理念としてあるだけではなく、

日常生活にも浸透していました。

EUの経済危機とかいろいろ大変な問題もあるけ

れど、社会福祉が国の軸にしっかり根付いている。

そんな印象を強く受けました。

最 後 に

今回の留学は、一通のメールをトゥルク大に送っ

たところからはじまりました。事前に何のつながり

もなく、紹介状もなかったにもかかわらず、快く留

学を受け入れて下さったトゥルク大学の方々、特に

学部長 Jukka Mähönen先生、Mirkka Ruotsalainenさ

ん、そして心温まるお人柄で指導して下さった

Jarmo Tuomisto先生には感謝の言葉がありません。

そして今回、在外研究の機会を与えて下さり、支え

て下さった本学の全関係者の方々には、私と家族に

素晴らしい１年を与えて下さったことに深く御礼を

申し上げます。
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